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§１．研究実施体制  

 

（1）小杉グループ 

①研究代表者：小杉 賢一朗 （京都大学大学院農学研究科，准教授） 

②研究項目 

・山体地下水の構造解明に基づく適切な山体地下水資源開発手法の検討 

 

（2）勝山グループ 

①主たる共同研究者：勝山 正則 （京都大学大学学際融合教育研究推進センター，特定准

教授） 

②研究項目 

・山地河川流出水の量的・質的シグナルに基づく優良地下水帯分布域の推定 

 

（3）松四グループ 

①主たる共同研究者：松四 雄騎 （京都大学防災研究所，准教授） 

②研究項目 

・地形と山体地下水分布・崩壊危険箇所分布の対応の解明 

 

（4）中村グループ 

①主たる共同研究者：中村 公人 （京都大学大学院農学研究科，准教授） 

②研究項目 

・山体地下水の水質と汚染リスクの検討 
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（5）佐山グループ 

①主たる共同研究者：佐山 敬洋 （土木研究所水災害ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ国際センター，主任研究

員） 

②研究項目 

・改良型 T-SAS モデルを用いた河川流出水の起源の時空間変動解析 

 

（6）藤本グループ 

①主たる共同研究者：藤本 将光 （京都大学学際融合教育研究推進センター，特定助教） 

②研究項目 

・山体地下水の構造解明と優良地下水帯推定結果の検証 

 

（7）山川グループ 

①主たる共同研究者：山川 陽祐 （筑波大学農林技術センター，助教） 

②研究項目 

・山体地下水資源開発のための物理探査手法の構築 

 

 



 

 

§２．研究実施の概要  

 

 丘陵地や山岳地の山の中に存在している地下水（山体地下水）の量や水質を調査し，そ

の開発・利用技術の開発を行う目的で，地質と地形の異なる４つの調査流域を設定してい

る。小起伏花崗岩山地にある不動寺流域，小起伏中古生層堆積岩山地にある信楽流域，大

起伏花崗岩山地にある西滝ヶ谷流域，大起伏中古生層堆積岩山地にある葛川流域である。

以下では，７つの研究項目に沿って，概要と成果を述べる。 
1. 山地河川流出水の量，温度，水質，安定同位体比の時空間分布の観測 
 山体に眠る優良地下水帯を探査する上で基礎となる，各流域の水文・水質データの収集

を行っている。その結果，花崗岩と中古生層堆積岩の両方の地質において，起伏が大きく

急峻な山地ほど，洪水が少なく地下水涵養量が多くなり，山体地下水の賦存量が増えると

いう傾向が明らかになりつつある。 
2. 山地河川流出水の量的・質的シグナルに基づく優良地下水帯分布域の推定 
 山地河川流出水の量，温度，水質，安定同位体比の観測データに基づき，山体地下水の

賦存・流動状況を検討し，優良地下水帯の分布域の推定を行っている。小起伏花崗岩山地

では，渓流水のシリカ，ナトリウム，硝酸濃度に着目することで，その起源を推定するこ

とが可能となり，山体地下水帯の規模を推測できることが示された。小起伏中古生層堆積

岩山地では，山体地下水が豊富に存在する流域において，流出水の各種イオン濃度が低く，

小起伏花崗岩山地とは逆の傾向を示した。このことから，流出水の水質をトレーサーとし

た評価において，地質の違いを考慮することが重要であると考えられた。 
3. 改良型 T-SAS モデルを用いた河川流出水の起源の時空間変動解析 
 流出水が持つ各シグナル（量，温度，質，安定同位体比）を効果的に活用し，流出水の

起源の時間的・空間的な変動を推定するモデルを開発している。これまでのところ，花崗

岩を地質とする小起伏山地と大起伏山地において，地下水貯留量・滞留時間の違いを評価

することに成功した。 
4. 山体地下水の構造解明と優良地下水帯推定結果の検証 
 調査ボーリング孔を掘削して，山体地下水を直接計測することによって，地下水の涵養・

流動プロセス，分布域，賦存量の実態を明らかにしている。降雨によって地下水が涵養さ

れる重要なプロセスの一つである groundwater ridging 現象を解明した。これは，降雨の

際に斜面下方から上方に向かって地下水が逆流する現象を指している。花崗岩斜面におけ

る地下水位の詳細な観測によって，この現象の発生条件として積算雨量が多いことが必要

であることが解明された。 
5. 適切な山体地下水資源開発手法の検討 
 山体地下水の涵養・流動プロセスを解析する数値シミュレーションモデルを構築し，最

適取水方法について解析を行っている。また，この解析に必要となる基礎データを効率的

に取得するための，地質調査・水文観測・リモートセンシング手法を検討している。H25
年度は，降雨に伴う山体地下水貯留量変動予測に関して，二種類の降雨指標を組合わせた

関数を提示した。この関数による推定は，簡便ではあるが比較的精度が高く，様々な山体



 

 

に適用できることが確かめられた。 
6. 地形と山体地下水分布・崩壊危険箇所分布の対応の解明 
 山体の地形情報を，地下水資源開発と斜面崩壊危険度予測に有効に活用する方法につい

て検討している。山体地下水の賦存・流動状況と，地形との対応関係を解析した結果，地

形情報から抽出される断層線の分布が，山体地下水の流動を大きくコントロールしている

ことが示された。 
7. 山体地下水の水質と汚染リスクの検討 
 山体地下水の水質分析結果から，飲用利用した場合の安全性について検証している。さ

らに水質分析結果を，環境省選定の名水百選の水と比較することにより，「おいしさ（味）」

から見た各山体地下水の特徴を明らかにしている。特に豊富な湧水群が見られる大起伏の

中古生層堆積岩山地（葛川流域）に関しては，名水百選の「伏見の御香水」や「布引渓流」

に近い軟水の特徴を示すことがわかり，甘口の日本酒やピルスナービールの製造，和食へ

の利用（和風だしや炊飯）に適した水であることが判明した。 
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